
第３回 学校運営協議会・いじめ対策委員会報告 

 

１ 日時 令和６年２月２日（金）１０時３０分から１２時１５分 

 

２ 場所 応接室 

 

３ 司会 学校地域連携コーディネーター 

 

４ 議事 

（１）校長あいさつ・会長あいさつ 

（２）学校運営協議会 

①令和５年度 学校運営及び取組について（教頭） 

 ・よさを見つけ、認め、伸ばすことで、児童一人ひとりが達成感を味わえる教育活動の展開 

 ・安心・安全で美しく整えられた教育環境づくりと、セーフコミュニティの取組を通じた「自   

助・共助」の意識の育成について 

 ・コミュニティ・スクールュニティの取組を通じて、学校・家庭・地域の連携を深め、「オール

大宮北小」の具現化について  

 ・教師の指導力の向上を図り、「アクティブ・ラーニング」の視点で、学び方が身に付く教育実   

  践について 

 ・校外学習の実施状況について 

 ・地域との連携（氷川参道の清掃活動、レッツジョイン クリーン活動＆お楽しみ会、クリスマ

スコンサート＆お楽しみイベント） 

 ・令和６年度 主な行事予定について 

②令和５年度 学校自己評価について（結果報告） （教務主任） 

③令和５年度 学校運営協議会による評価について（学校自己評価システムシート） （教頭） 

 ・今年度の SSN 連絡協議会では、各自治会長さんが参加され、有意義だった。 

 ・学校運営協議会で学校運営の成果や課題を共有できた。今後、保護者に周知できるとよい。 

 ・PTAの広報部とも連携できるとよい。 

 ・西門前の安全対策はどうなりましたか。 

 ・道路に凹凸（ハンプ）をつけるという話があった。 

 ・信号の設置の件については、設置条件を満たさず、設置は難しいという話があった。 

 ・児童に対する「毎日学校に来ることを楽しみにしていましたか」という質問項目について、 

  昨年度の数値を下回ったが、学校の取組があっての結果ではなかったのか。よく努力されて 

いたのではないか。 

 ・達成度については、この評価でよいと思います。 

④令和６年度 学校運営に関する基本方針について 

 ・「四季が感じられる潤いのある環境づくり」とありますが、どのようにしますか。 

   → 緑の多い学校にしていきたい。 

 ・住宅街なので、緑の多い学校にしてほしい。 

 ・「solaるーむ」の取組はすばらしい取組だと思う。 

 ・感覚過敏の人が増えているので、「solaるーむ」のような取組でそのような方は守られている

という意識をもてる。 

 ・「solaるーむ」はどのような児童が利用できるのか。 

   → 保護者の同意が必要である。 

 ・来年度の学校運営に関する基本方針を承認します。 

 



⑤令和５年度 大宮北小チャレンジスクール実施報告 

⑥令和５年度 さいたま市コミュニティ・スクールに関するアンケート調査について 

 

（３）いじめ対策委員会 １１時３０分から１１時４５分 

①本校のいじめ等の現状について 

②質疑応答 

 ・いじめについては、どこから認知されるのか。 

   → 保護者やアンケートの結果からわかることが多い。 

 ・中学年にいじめが多い傾向にあるのではないか。 

 ・いじめ件数は増えているのですか。 

   → 増えている。軽度のいじめでも件数として数えている。 

 ・相談の中で、加害者はいじめをしているという意識はあるのか。 

   → 中学年では、いじめをしているという意識はあまりもっていない。 

 ・中学校でも、軽度のいじめでも件数として数えている。 

 

５ 授業参観 

    


